


































































































































































児童 bが反論を行う際、児童 aの発言内容を間違えて捉えて批判したことで、児童 a・
bの二人のみが発言をくり返すなど、言い合いのようになる場面が見られた。



























































































































































































































































































































































児童 e児童 d児童 a評価項目
４３２発言された意見の内容を聞き取れた聞き
取り ２３１メモに取れた発言の数は多かった
５４１それぞれの発言を、しっかり整理することができた整理
考察 ５４５内容を吟味して整理できた（立場や発言者に影響されなかったか）
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理することが必ずしも良いというわけではないが、他の児童の整
理の方法を見て、自分の情報の整理の仕方を見直しているといえ
るだろう。二人目の児童は「どう納得できているのかも、もう
ちょっと考えた方がいい」と、納得できる意見に整理を行ってい
ても、そのように整理した理由を考える必要があるということに
言及している。受信した情報を整理する際に、それぞれが理由を
持って整理する必要があることに気付いているといえるだろう。
しかし、このような記述を行っている児童は、他には見られない。今回用いた自己評価の
実践においては、児童が「聞き取り」と「整理・考察」の違いを理解できる機会が十分で
はなかったこと、評価項目の精査が不十分であったことが課題として挙げられるため、断
定はできないが、児童が情報の整理考察の段階を明確には自覚していない可能性が示され
たといえるだろう。
おわりに
　本論では、話し合い活動中の聞くことにおける個の学習者に焦点をあて、二段階の場面
を設定したメモ活動で外化を行うことでその姿の一端を明らかにすることができたと考え
る。二段階の場面を設定しないメモ活動では、児童によって情報のどの側面に着目するの
かが異なることが明らかになった。児童によって、聞き方のスタイルは異なっているとい
えるのである。また、二段階の場面を設定したメモ活動の実践からは、教員側が児童の聞
き方のプロセスの一端をかいま見ることを可能にすることが示された。しかし、二段階の
メモを用いた自己評価の活動を設けた実践からは、児童自身が内容を受信して考察する過
程を自覚的に学習するためには、別の活動や支援・指導が必要であることが課題として表
出したといえる。その支援・指導を考えるために、継続的な視点から話し合いにおける児
童の変容を分析することが必要であるといえるだろう。今回は学習者のテキストの読み・
解釈との関連は十分に考察できていない。話し合い中の児童の姿をメモなどの記述から判
断できる範囲で明らかにしようとしたにすぎない。読解力や記憶力との関係、話し合いに
おける児童の変容の実際、具体的な支援・指導の方法などについては、今後の課題とした
い。
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